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新議 会体 制新議 会体 制
　令和5年第6回市議会（定例会）が12月4日開催され、議長に 浜崎英利 議員、
副議長に 多田隈穣 議員が選ばれました。

就任のごあいさつ

浜崎　英利　議員

議　長

　令和５年第６回市議会（定例会）において、
第３７代議長に就任いたしました浜崎英利で
ございます。まず、令和５年１１月２３日に
前議長である石崎勇三議員がご逝去されまし
た。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
　石崎前議長は市政の発展のため、市民の皆
様のために日々公務を行われておりました。
私たち議員一同は、荒尾市を愛された石崎前
議長の思いを引き継ぎ、市政の発展にこれか
らも力を尽くして参ります。
　今後とも、何卒、市議会にご理解とご協力
を賜りますようよろしくお願い申し上げま
す。

多田隈　穣　議員

副 議 長

　令和５年第６回市議会（定例会）において、第３２
代副議長に就任いたしました多田隈穣でございます。
まず、前石崎議長が令和５年１１月２３日にご逝去
されました。ご生前のご厚情に深く感謝するとともに
心よりご冥福をお祈り申し上げます。
　石崎前議長の強い信念、情熱を引き継ぎ、これから
浜崎議長をしっかりとお支えしながら、円滑な議会運
営とさらなる議会の活性化に努めて参る所存でござい
ます。少子高齢化が加速する荒尾市において、多様化
するニーズや市民の皆様の期待に応え、地域課題を
解決していくことは市議会の責務と考えております。
　市民の皆様の福祉の向上を目指して、これからも私
たち議員一同、力を尽くして頑張ってまいりますので
今後ともよろしくお願いいたします。

総務文教常任委員会・議会運営委員会委員および
　　　　　　　　　　　　　　大牟田・荒尾清掃施設組合議員について
総務文教常任委員会・議会運営委員会委員および
　　　　　　　　　　　　　　大牟田・荒尾清掃施設組合議員について

　多田隈穣議員の副議長就任に伴い、多田隈穣議員が総務文教常任副委員長、議会運営委員会委員、
大牟田・荒尾清掃施設組合議員を辞任されました。
　後任に、総務文教常任副委員長に 野田ゆみ 議員、議会運営委員会委員及び副委員長に 前田裕二 
議員、大牟田・荒尾清掃施設組合議会議員に 星山幸司朗 議員が選ばれました。
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12月定例会12月定例会 議
決

会
ま っ こた と

で

令和5年度 一般会計補正予算

補正後総額  270億1,895万円

補正額（7号）

補正額（8号）
3億1,404万7千円

6億650万7千円

　令和5年第6回定例会が12月4日から12月

20日まで開かれ、補正予算9件、条例の一部

改正6件、請願2件、意見書2件、人事案件1件、

その他6件を審議しました。

各議案の賛否一覧は5ページをご覧ください。

潮湯の利便性向上を図るため、今後は、
国民の祝日も開館されます。（年末年始
は除く）

可
決

ごみ減量化及びプラスチック資源の循
環促進を図るため、令和6年4月から
プラスチック類
（容器包装プラス
チック及び製品
プラスチック）が
新たにリサイク
ルの対象品目に
追加されます。

可
決

主な議案主な議案

荒尾市潮湯条例の
一部改正について

リサイクル業務委託料
（債務負担行為R6～10）
　　　　11億3,810万円

荒尾都市計画事業南新地土地区画整
理事業の施行に伴い、土地区画整理
事業地の町名が、

海陽町
に変更され

ます。

可
決

荒尾市教育委員会委員の任命に同意
しました。

落合　克哉 氏  （月田区）

同
意字の区域及び

名称の変更について 人事案件について

かい よう ちょう
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議案番号 件　　　　　　名 委員会付託 結　　果

議第100号

議第101号

議第102号

議第103号

議第104号

議第105号

議第106号

議第107号

議第108号

議第109号

議第110号

議第111号

議第112号

議第113号

議第114号

議第115号

議第116号

議第117号

議第118号

議第119号

議第120号

議第121号

令和5年
請願第8号

令和5年
請願第9号

意見書
第2号

意見書
第3号

総務文教

総務文教

厚 生

厚 生

厚 生

市民産業

市民産業

総務文教

総務文教

市民産業

厚 生

財 務

財 務

財 務

財 務

財 務

財 務

財 務

財 務

市民産業

財 務

　 ー 　

厚 生

総務文教

　 ー 　

　 ー 　

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

趣旨採択

不 採 択

原案可決

原案可決

荒尾市長等の給与等に関する条例等の一部改正について

荒尾市職員の給与に関する条例等の一部改正について

荒尾市ふれあい福祉センター条例の一部改正について

荒尾市潮湯条例の一部改正について

荒尾市立有明医療センター使用料及び手数料条例の一部改正について

字の区域及び名称の変更について

市道路線の廃止及び認定について

指定管理者の指定期間の変更について（荒尾総合文化センター）

指定管理者の指定について（万田坑関連施設）

指定管理者の指定について（荒尾市地域産業交流支援館）

指定管理者の指定について（福祉関連施設）

令和5年度荒尾市一般会計補正予算（第7号）

令和5年度荒尾市国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

令和5年度荒尾市介護保険特別会計補正予算（第3号）

令和5年度荒尾市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）

令和5年度荒尾市南新地土地区画整理事業特別会計補正予算（第2号）

令和5年度荒尾市水道事業会計補正予算（第2号）

令和5年度荒尾市下水道事業会計補正予算（第2号）

令和5年度荒尾市病院事業会計補正予算（第3号）

荒尾市国民健康保険税条例の一部改正について

令和5年度荒尾市一般会計補正予算（第8号）

荒尾市教育委員会委員の任命について

重度障害者医療助成制度について償還払いから現物給付に変更を求める
請願

日本政府に日米地位協定の抜本的改定を求める意見書の提出に関する
請願

熊本県における重度心身障害者医療費助成制度の現物給付化を求める
意見書

重度心身障害者医療費助成制度の現物給付化に伴う国民健康保険制度
の国庫負担金減額調整措置廃止を求める意見書

❶

❷

❸

❹

❷

令和5年第6回定例会上程議案一覧及び審議結果一覧令和5年第6回定例会上程議案一覧及び審議結果一覧

議案等に対する議案等に対する

討論!討論!
今定例会では、3議案に対して3人が討論を行いました。
なお、討論の詳細につきましては、
ネット中継でご確認ください。

❹

❸

議第102号荒尾市ふれあい福祉センター
条例の一部改正について

反　対 北　園　敏　光　議員

議第104号荒尾市立有明医療センター
使用料及び手数料条例の一部改正について

反　対 野　田　ゆ　み　議員

令和5年請願第9号日本政府に
日米地位協定の抜本的改定を
求める意見書の提出に関する請願

賛　成

野　田　ゆ　み　議員

田　中　浩　治　議員

北　園　敏　光　議員

閉会日の二次元コード

スマートフォン・タブレット
の方は、こちらの二次元
コードを読み取ってご視聴
ください。
（討論の詳細が視聴できます）
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請 願請 願
請願とは、憲法で保障された国民の基本的権利であり、国や地方
公共団体に意見や希望を述べることです。
本定例会で提出された2件の請願は以下の通りです。

下記以外の議案は全会一致で原案可決、趣旨採択、原案同意になり
ました。
浜崎議長は可否同数の場合のみ裁決権を行使します。

　現行の障害者医療費助成制度は、通院時に受診した医療機関の窓口で自己負担分を一旦立て替えた後に市役所
の窓口に申請し、3か月後に助成金が支給される償還払い形式がとられている。償還払い方式の一時立て替えは、
経済的にも精神的にも大きな負担になるので、ぜひ荒尾市でも重度障害者医療助成制度について償還払いから
現物給付に変更することを求める。

　また、今定例会閉会日終了後に、請願者の方々から
市長に対して、本制度の現物給付化を実現してもらう
よう陳情書が提出されました。

重度障害者医療助成制度について償還払いから現物給付に変更を求める請願
【要旨・請願事項】

　本請願は、厚生常任委員会で趣旨採択とすべきものとし、本会議でも、全会一致で趣旨採択となりました。
　本制度の現物給付化の実現に向けて、熊本県に「熊本県における重度心身障害者医療費助成制度の現物給付
化を求める意見書」、国に「重度心身障害者医療費助成制度の現物給付化に伴う国民健康保険制度の国庫負担
金減額調整措置廃止を求める意見書」を提出しました。

【審査の経過及び結果】

　在日米軍の兵士や軍属らによる事件や事故は、旧日米安保条約の発効後から現在までに全国で21万件を超え
ている。こうした事件・事故の背景には、日米地位協定がある。日米地位協定を抜本的に改定し、基地提供の
期間や使用目的等条件の明記等を実現することを強く求め日本政府に意見書の提出をお願いする。

日本政府に日米地位協定の抜本的改定を求める意見書の提出に関する請願
【要旨・請願事項】

　本請願は、総務文教常任委員会で審査。委員からは、日本の中において安心安全が担保されるべきであり、
安全の担保に課題があると思うため採択すべきという意見や、請願者の願意は理解するが、社会情勢等も変化して
いるため、慎重に判断する必要がある等の意見がありました。採決した結果、賛成少数により、不採択とすべき
ものとし、本会議でも賛成少数により不採択となりました。

【審査の経過及び結果】

令和5年第6回定例会令和5年第6回定例会

賛否一覧表賛否一覧表
前
田
　
裕
二

星
山
幸
司
朗

多
田
隈
　
穣

木
村
　
誠
一

田
中
　
浩
治

野
田
　
ゆ
み

菅
嶋
　
公
尚

元
山
　
孝
雄

中
野
美
智
子

渡
辺
　
勇
一

谷
口
　
繁
治

古
城
　
義
郎

小
田
　
龍
雄

鶴
田
　
賢
了

浜
崎
　
英
利

橋
本
　
誠
剛

北
園
　
敏
光

議 案 等 結　果

議 員 名

表決数
賛成 反対

❶
❷
❸
❹

議 第 1 0 0 号
議 第 1 0 2 号
議 第 1 0 4 号
令和5年請願第9号

原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決
不 採 択

14－ 1
14－ 1
14－ 1
5－10

●
●
●
×

●
●
●
×

●
●
●
×

欠席
欠席
欠席
欠席

●
●
●
●

●
●
×
●

●
●
●
×

●
●
●
×

●
●
●
×

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
×

●
●
●
×

●
●
●
×

●
●
●
×

×
×
●
●

●は賛成　×は反対　※議席番号順
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第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

期
間
に
お
け
る
主
な
取
り
組
み

と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、地
域
の

通
い
の
場
で
あ
る
介
護
予
防
拠
点
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、地
域
や
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、介
護
予
防
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、本
市
の
介
護
認
定
率
は
、

全
国
平
均
及
び
県
平
均
よ
り
も
低
い
状

況
と
な
り
、介
護
保
険
給
付
費
の
伸
び

が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、令
和
３
年

度
以
降
、介
護
保
険
特
別
会
計
は
黒
字

決
算
が
続
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、今
期
全
体
の
収
支
状
況

は
、当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
介
護
保
険

準
備
基
金
の
取
り
崩
し
を
行
う
こ
と
な

く
、収
支
均
衡
の
状
態
と
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
。

　

来
期
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き「
地
域

の
介
護
予
防・生
活
支
援
体
制
の
充
実
」

を
重
点
施
策
と
し
て
、介
護
予
防
活
動

を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、今
後
の
介

護
報
酬
改
定
分
を
加
味
し
つ
つ
、介
護

保
険
給
付
見
込
み
額
を
算
定
す
る
が
、

保
険
料
基
準
額
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、

本
基
金
を
有
効
活
用
の
う
え
、現
行
の

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
方
向
で
検
討

す
る
。

菅嶋　公尚 議員

一般質問
市政のココが聞きたい

　一般質問とは、議員が執行部に対して、事務の執行状況や将
来に対する方針等について問いただすものです。
　今回は8人の議員が質問を行いました。

問 本
市
の
介
護
保
険
行

政
の
推
進
状
況
と
来

期
の
見
通
し
に
つ
い
て

本
市
の
介
護
保
険
料
は
現

行（
令
和
5
年
度
ま
で
3
年

間
）の
第
8
期
高
齢
者
福
祉
計
画
及

び
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
基
準

保
険
料（
月
額
）が
第
7
期
の
5
，

8
0
0
円
か
ら
5
，3
0
0
円
に
引

き
下
げ
ら
れ
県
下
14
市
で
一
番
安

く
、南
筑
後
地
区
も
含
め
た
近
隣
自

治
体
で
最
も
低
額
。市
民
負
担
が
少

な
い
の
は
喜
ば
し
い
が
現
行
の
推
進

状
況
と
来
期（
令
和
6
年
度
か
ら
）

の
見
通
し
を
示
し
て
。基
本
理
念
の

「
誰
も
が
つ
な
が
り
を
持
ち
、健
康

で
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
を
つ
く

る
」の
実
現
へ
今
後
も
尽
力
を
。

　

❶
住
民
説
明
会
は
、来
年
の

1
月
中
旬
か
ら
3
月
に
か
け

て
、各
地
域
の
公
民
館
等
で
開
催
予

定
。事
業
者
へ
の
回
収
や
過
剰
梱
包
抑

制
の
要
請
に
つ
い
て
は
、事
業
者
の
責

務
と
し
て
、今
後
も
情
報
の
共
有
と
協

力
を
求
め
て
い
く
。❷
ご
み
処
理
基
本

計
画
に
お
い
て
、家
庭
か
ら
出
る
一
人
一

日
当
り
の
ご
み
の
量
を
、平
成
30
年
度

の
5
3
0
g
か
ら
令
和
16
年
度
に
は

20
％
削
減
し
4
2
4
g
と
す
る
削
減

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。ま
た
、地
球
温

暖
化
対
策
計
画
に
お
い
て
、燃
え
る
ご

み
に
含
ま
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を

2
0
3
0
年
に
は
0
％
を
目
標
と
し

て
い
る
。❸
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、他
の

リ
サ
イ
ク
ル
品
の
よ
う
に
有
価
物
と
し

て
引
取
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、地
区
協

議
会
へ
の
還
元
金
の
対
象
に
は
な
ら
な

い
。❹
プ
ラ
類
だ
け
の
収
集
日
に
他
の

資
源
物
が
出
さ
れ
て
い
た
場
合
、排
出

す
る
日
が
違
っ
て
い
る
こ
と
を
表
示
す

る
と
と
も
に
、次
回
の
収
集
日
前
ま
で

に
は
回
収
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。❺

農
業
用
や
事
業
所
か
ら
の
排
出
に
つ
い

て
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
、事
業
系
ご

み
と
し
て
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し

て
い
く
。

田中　浩治 議員
問 プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
等
リ
サ
イ
ク

ル
の
実
施
に
つ
い
て

来
年
４
月
の
実
施
に
向
け
、

分
別
ネ
ッ
ト
の
購
入
費
や
５

年
間
分
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
務
委
託

料
の
債
務
負
担
行
為
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。円
滑
な
実
施
を
求
め
る
。

そ
こ
で
❶
市
民
説
明
会
と
事
業
者
へ

過
剰
梱
包
抑
制
要
請
の
取
り
組
み
。

❷
可
燃
ゴ
ミ
に
混
入
さ
れ
て
も
違

反
ゴ
ミ
に
な
ら
な
い
が
、ゴ
ミ
袋
混

入
平
均
組
成
割
合
で
の
目
標
。❸
廃

プ
ラ
リ
サ
イ
ク
ル
で
の
地
区
協
議

会
へ
の
還
元
金
の
有
無
。❹
廃
プ
ラ

だ
け
の
リ
サ
イ
ク
ル
日
に
他
の
品
目

を
出
さ
れ
た
時
の
対
応
。❺
農
業
用

廃
プ
ラ
類
の
回
収
は
ど
う
か
伺
う
。

※
そ
の
他
、改
正
空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
な
ど
空
き
家
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

※
そ
の
他
、防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
発
揮
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
被
害
か
ら
市
内
の
農
業
や
住
民
生
活
を
守
っ
て
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答

答
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本
市
の
空
家
等
対
策
は
、第
２

期
空
家
等
対
策
基
本
計
画
に
お
い

て
、「
空
家
等
の
発
生
を
抑
制
す
る
対

策
」「
空
家
等
の
減
少
に
向
け
た
対
策
」

「
空
家
等
の
適
正
管
理
対
策
」の
三
つ
の

基
本
方
針
を
推
進
し
て
い
る
。特
に
空
家

等
の
減
少
に
向
け
た
対
策
で
は
、空
家
・

空
地
バ
ン
ク
事
業
に
平
成
２８
年
度
か
ら

取
組
ん
で
お
り
、不
動
産
業
者
の
協
力
の

も
と
順
調
に
登
録
数
も
増
え
、現
在
ま

で
に
７７
件
の
登
録
の
う
ち
３８
件
が
成
約

に
至
る
等
、空
家
の
利
活
用
の
部
分
で
着

実
に
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。ま
た
、空
家

の
解
体
費
に
対
し
２
分
の
１
の
最
大
５０
万

円
を
補
助
す
る「
老
朽
危
険
空
家
等
除

却
促
進
事
業
」は
、申
請
２３
件
の
う
ち
補

助
要
件
に
合
致
し
た
も
の
が
９
件
と
、例

年
並
み
の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。空
家
の

発
生
原
因
は
相
続
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

今
年
開
催
し
た
空
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、熊
本
地
方
法
務
局
か
ら
職
員
を
招

き
、「
相
続
登
記
の
義
務
化
」と
い
う
テ
ー

マ
で
講
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、出
前

講
座
で
新
た
な
相
続
登
記
制
度
を
意
識

し
て
も
ら
う
な
ど
所
有
者
の
管
理
意
識

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

特
別
支
援
学
級
の
学
級
名
に
つ

い
は
、各
学
校
で
子
供
た
ち
に
定

着
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、教

育
委
員
会
か
ら
学
校
に
名
称
を
変
更
す

る
旨
を
助
言
す
る
予
定
は
な
い
。保
護
者

が
校
長
に
希
望
さ
れ
た
場
合
は
、校
長
を

中
心
に
し
て
幅
広
く
意
見
を
聴
取
し
、検

討
す
る
。そ
し
て
十
分
な
協
議
の
後
、学

級
名
を
変
更
す
る
場
合
は
、教
育
委
員

会
で
は
文
書
名
の
変
更
や
周
知
を
行
う
。

　

今
年
度
、本
市
に
お
い
て
は
、荒
尾
第
一

小
学
校
、万
田
小
学
校
、中
央
小
学
校
、

荒
尾
海
陽
中
学
校
に
通
級
教
室
を
設
置

し
て
い
る
。制
度
的
に
は
通
級
教
室
の
担

当
が
市
内
の
他
の
学
校
へ
巡
回
指
導
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。し
か
し
、現
状
で

は
、す
ぐ
に
他
校
へ
巡
回
指
導
を
行
う
こ

と
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。　

　

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
児

童
生
徒
の
運
動
会
で
あ
る
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
、一
部
の
学
校
で
開
催
し
て

い
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
た
市
全
体
で
の

ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
を
再
開
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、荒
尾
市
特
別
支
援
教
育
研
究
会
を

中
心
に
し
て
、各
学
校
や
教
育
委
員
会
が

連
携
を
図
り
検
討
し
て
い
く
。

※
そ
の
他
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、保
健・福
祉・子
育
て
支
援
施
設（
仮
称
）の
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

星山幸司朗 議員
問

答

支
援
が
必
要
な
子
ど
も

た
ち
に
つ
い
て

①
支
援
学
級
名
が
幼
く
感
じ

る
。今
の
教
育
現
場
に
合
わ

せ
通
常
学
級
の
よ
う
な
単
純
な
も
の

に
変
更
は
で
き
な
い
の
か
。②
軽
度

の
障
が
い
等
の
子
ど
も
が
通
常
学
級

に
在
籍
し
な
が
ら
特
性
に
あ
っ
た
指

導
を
受
け
ら
れ
る「
通
級
学
級
」が

小
学
校
で
は
３
校
の
み
の
実
施
。す

べ
て
の
学
校
で
実
施
で
き
な
い
の

か
、で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
職
員
に

よ
る
巡
回
に
て
実
施
を
求
め
る
。③

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
中
止
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ

ク
の
再
開
は
で
き
な
い
の
か
。

元山　孝雄 議員
問

答

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
を
発
生
さ
せ
た
り
放

置
し
た
り
し
な
い
た
め
に
は
、

空
き
家
を
売
る
、貸
す
、使
う
、解
体
す

る
な
ど
の
方
針
を
決
め
、方
針
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
活
用
し
て
実
行

に
移
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。空
き
家

の
発
生
原
因
の
半
分
以
上
が
相
続
で

あ
る
。親
の
考
え
や
思
い
を
伝
え
な
い

ま
ま
子
ど
も
が
実
家
を
相
続
す
る
と
、

空
き
家
に
な
っ
た
実
家
を
ど
う
す
る

か
の
方
針
が
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
、遺

産
分
割
や
相
続
登
記
、家
財
の
片
づ
け

や
遺
産
の
整
理
な
ど
問
題
が
山
積
み

で
、活
用
に
踏
み
切
れ
な
い
。

※
そ
の
他
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
、荒
尾
市
公
共
施
設
総
合
管
理
委
託
に
つ
い
て
質

問
し
た
。
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「
次
世
代
総
点
検
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」の
結
果
に
あ
る
、高
齢
化

や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、後
継
者
不
足

な
ど
将
来
へ
の
不
安
の
声
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
重
く
受
け
止
め
て
お
り
、さ

ら
な
る
支
援
策
の
実
施
や
体
制
の
強
化

が
必
要
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
は
続
く
見
通
し

で
あ
る
こ
と
か
ら
、次
世
代
の
担
い
手
へ

の
集
積
・
集
約
に
よ
る
農
業
生
産
の
効
率

化
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

時
代
に
合
わ
せ
た
生
産
や
経
営
ス
キ

ル
を
習
得
し
た
担
い
手
の
育
成
と
い
っ
た

「
人
材
の
育
成
」や
、農
地
の
団
地
化
や

担
い
手
へ
の
集
約
等
と
い
っ
た「
生
産
力
の

向
上
」、道
の
駅
で
の
農
産
物
販
売
や
地

産
地
消
の
推
進
、ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
付

加
価
値
の
増
加
な
ど
に
よ
る「
販
路
の
拡

大
」に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

農
家
か
ら
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
実
情
を

第
一
に
考
え
な
が
ら
、県
や
J
A
等
と
連

携
し
て
各
関
係
機
関
の
強
み
を
生
か
し

た
施
策
を
計
画
的
・
横
断
的
に
展
開
す

る
こ
と
で
、こ
れ
ら
状
況
を
乗
り
越
え
本

市
農
業
が
次
世
代
に
つ
な
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

令
和
3
年
2
月
よ
り
市
内
全

小
中
学
校
で
L
T
E
の
1
人
1
台

タ
ブ
レ
ッ
ト
環
境
と
な
り
、教
師
は
授
業

中
に
一
人
一
人
の
反
応
を
把
握
し
双
方
向

型
の一
斉
授
業
が
可
能
で
あ
る
。I
C
T

活
用
が
苦
手
な
教
職
員
に
も
配
慮
し
各

学
校
の
情
報
教
育
主
任
を
中
心
に
校
内

で
研
修
を
行
っ
た
り
、I
C
T
サ
ポ
ー
ト

支
援
員
と
連
携
、協
力
し
た
り
す
る
こ
と

で
ク
ラ
ス
間
、学
年
間
の
差
を
生
ま
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。

　

I
C
T
機
器
使
用
に
お
け
る
有
害
な

情
報
は
、フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
か
け
児
童
生

徒
が
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ

る
。ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
も
児
童

生
徒
が
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
で
き
な

い
状
態
に
し
て
い
る
。タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
は

5
年
ご
と
に
更
新
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

生
成
A
I
の
活
用
に
つ
い
て
は
、文
部

科
学
省
が
示
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及

び
熊
本
県
教
育
委
員
会
の
生
成
A
I
の

取
扱
い
指
針
を
踏
ま
え
適
切
に
対
応
し

て
い
く
。自
己
の
判
断
や
考
え
が
重
要
で

あ
る
こ
と
等
を
十
分
に
理
解
さ
せ
る
こ
と

や
児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
や
実
態
を

踏
ま
え
、基
本
的
な
考
え
方
を
学
校
に
指

導
助
言
し
て
い
く
。

渡辺　勇一 議員
問

答

教
育
現
場
に
お
け
る
今

後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
あ
り
方

に
つ
い
て

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の

主
な
目
的
は
現
代
に
合
わ
せ

た
学
習
環
境
を
整
備
し
、生
徒一人一人

に
最
適
化
さ
れ
た
教
育
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
る
。し
か
し
課
題
と
な
る
の

が
教
育
の
業
務
負
担
の
削
減
で
あ
る
。

業
務
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
る
。今
ま

で
紙
で
行
っ
て
い
た
テ
ス
ト
や
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、配
布
、

収
集
、保
管
の
手
間
と
時
間
を
削
減
で

き
る
。よ
っ
て
負
担
削
減
に
貢
献
で
き

る
が
、教
員
の
知
識
や
ス
キ
ル
は
十
分

な
の
か
。格
差
の
出
な
い
学
び
の
場
を

作
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

北園　敏光 議員
問

答

荒
尾
市
に
お
け
る
今
後

の
農
業
政
策
及
び
具
体

的
推
進
計
画
に
つ
い
て

J
A
荒
尾
総
合
支
所
の
昨
年

の
次
世
代
総
点
検
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
は
10
年
後
に
水
稲
面
積
が

71
％
に
、梨
栽
培
面
積
が
58
％
、露
地

キ
ャ
ベ
ツ
が
39
％
に
減
少
す
る
と
い
う

深
刻
な
結
果
だ
が
、本
年
9
月
に
策
定

さ
れ
た
荒
尾
市
農
業
基
本
構
想
に
は

全
く
記
載
さ
れ
ず
、昨
年
国
会
で
全
会

一致
で
法
制
化
さ
れ
農
水
省
が
最
重
点

と
位
置
付
け
る「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」も
欠
如
し
て
い
る
。荒
尾

市
の
農
業
危
機
の
打
開
策
は
極
め
て

不
十
分
で
あ
り
も
っ
と
本
気
で
全
国

の
先
進
事
例
等
を
補
強
す
べ
き
だ
。

※
そ
の
他
、有
機
農
産
物
の
学
校
給
食
な
ど
へ
の
導
入
に
つ
い
て
、ア
サ
リ
等
漁
獲
量
増
加
の
た
め

の
大
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
リ
ン
濃
度
増
加
な
ど
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

※
そ
の
他
、国
民
健
康
保
険一部
負
担
金
減
免
制
度
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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荒
尾
市
立
図
書
館
は
、「
学
び
を

つ
た
え
る
」「
交
流
活
動
と
つ
な
が

る
」「
未
来
に
つ
づ
く
」の
基
本
方
針
の
も

と
、学
び
と
交
流
の
場
と
し
て
商
業
施
設

内
に
位
置
し
、多
世
代
の
利
用
者
が
気
軽

に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
教
科
書
展
示
会
で
は
、教
科

書
検
定
に
合
格
し
た
教
科
書
や
現
在
市
内

の
小
中
学
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
を

展
示
し
、保
護
者
や
一
般
の
人
々
が
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
た
が
、期
間
限
定
の
展

示
だ
っ
た
の
で
、今
後
は
年
間
を
通
じ
て
よ

り
多
く
の
市
民
が
、現
在
子
ど
も
た
ち
が

使
用
し
て
い
る
教
科
書
を
気
軽
に
手
に
取

り
、子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
関
心
を
寄
せ

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、図
書
館
内
で
の
常

設
展
示
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、荒
尾
市
立
図
書
館
は
、あ
ら
ゆ

る
世
代
の
学
び
を
深
め
読
書
を
楽
し
む

場
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
た
交
流
の

場
と
し
て
、家
庭
や
学
校
、職
場
と
は
異
な

る
第
三
の
居
場
所
の
機
能
を
維
持
し
、市

の
教
育
と
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
生
涯

学
習
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
。

中野美智子 議員

野田　ゆみ 議員

答

教
育
に
つ
い
て

荒
尾
市
立
図
書
館
は
令
和
４

年
か
ら「
教
科
書
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、旧

図
書
館
時
と
同
じ
よ
う
に
２
週
間
の

期
間
限
定
の
展
示
形
式
で
あ
っ
た
。教

科
書
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
か
ら
こ
そ
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
さ
せ
、常
時
閲
覧
可
能
で
教
科
書
の

歴
史・変
遷
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
な

教
科
書
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
必
要
と

考
え
る
が
、考
え
を
伺
う
。

　

荒
尾
運
動
公
園
施
設
は
、市
民
の

健
康
づ
く
り
や
競
技
大
会
の
開
催
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。今
後
の
市
民
体
育
館・運

動
施
設
等
の
設
備
に
つい
て
は
、子
ど
も
や
高

齢
者
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、全
て
の

市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
を
提
供
す

る
た
め
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
視
点
を
取
り
入
れ
、市
民
ニ
ー
ズ
等

も
踏
ま
え
た
上
で
、人
口
減
少
や
財
政
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
施
設
整
備

を
行
い
た
い
。

　

ま
た
、本
市
に
お
い
て
も
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ

離
れ
が
見
ら
れ
、気
軽
に
で
き
る
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
は
、音
楽
や
フ
ァッ
シ
ョン
と
の
親
和
性

が
高
く
、こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が
な

か
っ
た
若
者
層
を
取
り
込
む
可
能
性
が
あ
る

の
で
、ま
ず
は
、市
民
ニ
ー
ズ
や
他
の
自
治
体

の
施
設
整
備
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、本
市

に
最
適
な
施
設
の
整
備
や
人
的
資
源
の
確
保

に
つい
て
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、ス
ポ
ー
ツ

推
進
基
本
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
楽

し
い
あ
ら
お
づ
く
り
」の
実
現
に
努
め
た
い
。

答

※
そ
の
他
、子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問

問

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
視

野
に
入
れ
た
、適
切
な
ス

ポ
ー
ツ
環
境
整
備
と
ス

ト
ッ
ク
適
正
化
に
つ
い
て

令
和
版
運
動
施
設
は
、既
存
施

設
の
フ
ル
活
用
や
、ど
の
よ
う

な
施
設
が
ど
の
程
度
必
要
と
な
る
の

か
、将
来
の
人
口
動
態
や
ス
ポ
ー
ツ
の

実
施
状
況
、利
用
状
況
を
踏
ま
え
た
計

画
の
策
定
な
ど
、適
切
な
ス
ポ
ー
ツ
環

境
整
備
と
ス
ト
ッ
ク
適
正
化
が
大
事

で
あ
る
。誰
も
が
、気
軽
に
、ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。①
今
後
の
体
育
館・運

動
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
。②
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
、こ
れ
か
ら
主
流

に
な
っ
て
く
る
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

※
そ
の
他
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
つ
い
て
、オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク・有
機
農
業
の
推
進
に
つ

い
て
質
問
し
た
。
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令
和
5
年
度  

常
任
委
員
会
及
び
会
派
に
よ
る
先
進
地
視
察

　

10
月
10
日
及
び
11
日
に
神
奈
川
県
横

須
賀
市
と
文
部
科
学
省
を
視
察
し
た
。

　

初
日
は
横
須
賀
市
に
て
、「
ア
ー
バ
ン

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち　

横
須
賀
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
視
察
。
本
事
業
は
、
令
和
4

年
4
月
か
ら
新
た
な
横
須
賀
の
イ
メ
ー

ジ
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

一
般
社
団
法
人
全
日
本
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
Ｂ
Ｍ
Ｘ
連
盟
と
「
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
た
連
携
協
定
」
を
締
結
し

開
始
さ
れ
た
。
初
年
度
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
正
式
種
目
と
な
っ
た
Ｂ
Ｍ

Ｘ
の
大
会
を
自
治
体
で
は
初
め
て
誘
致

し
、
横
須
賀
市
で
開
催
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
2
年
目
の
令
和
5
年
7
月
に

は
参
加
者
が
2
万
人
を
超
え
る
国
際
大

会
を
開
催
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
だ
け
で
は
な
く
世
界
大
会
で
活
躍
す

る
選
手
が
、
学
校
訪
問
を
行
う
な
ど
、

普
及
啓
発
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
を
伺
え
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

10
月
31
日
及
び
11
月
1
日
に
奈
良
県

生
駒
市
と
広
島
県
東
広
島
市
を
視
察
し
た
。

市
民
産
業
常
任
委
員
会

【文部科学省視察】

【横須賀市視察】

【生駒市視察】

　

2
日
目
は
文
部
科
学
省
に
て
、
初
等

中
等
教
育
局
に
お
け
る
重
点
政
策
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援
策
、
不

登
校
児
童
に
対
す
る
支
援
策
、
学
校
の

教
員
不
足
に
つ
い
て
の
対
策
、
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
、
運
動
公
園
施
設

の
先
進
事
例
等
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

省
、
こ
ど
も
家
庭
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

職
員
よ
り
説
明
を
受
け
た
。
国
の
推
進

す
る
事
業
に
つ
い
て
予
算
や
実
例
を
含

め
て
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
本
市
で

の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
し
て
の
支
援

や
、
社
会
体
育
、
運
動
公
園
の
再
配
置

計
画
の
検
討
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

大
い
に
参
考
に
な
る
視
察
で
あ
っ
た
。

【
参
加
委
員
】

中
野
美
智
子
（
委
員
長
）、
多
田
隈
穣
（
副

委
員
長
）、
木
村
誠
一
、
野
田
ゆ
み
、
菅

嶋
公
尚
、
橋
本
誠
剛

　

初
日
は
生
駒
市
に
て
、「
い
こ
ま
空
き

家
流
通
促
進
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
視

察
し
た
。
本
事
業
は
、「
ど
こ
に
相
談
す

べ
き
か
わ
か
ら
な
い
」「
相
談
し
た
け
ど

受
け
付
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
と
い
っ

た
悩
み
を
持
つ
所
有
者
に
寄
り
添
い
、

案
件
に
応
じ
て
適
切
な
専
門
家
が
担
当

に
つ
き
、
賃
貸
や
売
却
に
向
け
て
支
援

す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
平
成
30
年
5
月

に
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
、

空
き
家
を
地
域
課
題
解
決
の
た
め
に
利

活
用
す
る
新
た
な
取
組
も
開
始
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
今
後
の
空
き
家
問
題
を

ど
う
す
る
の
か
考
え
て
い
く
う
え
で
、

大
い
に
参
考
に
な
る
視
察
で
あ
っ
た
。

　

2
日
目
は
東
広
島
市
に
て
、
道
の
駅

「
西
条
の
ん
太
の
酒
蔵
」
に
つ
い
て
、
株

式
会
社
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
よ

り
説
明
を
受
け
た
。
こ
の
道
の
駅
は
、

子
育
て
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
様
々

な
市
民
の
方
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

な
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
3
年
6

月
に
は
防
災
道
の
駅
に
も
認
定
さ
れ
て

い
る
。
特
に
、
子
供
向
け
屋
内
遊
技
場

は
、
雨
の
日
に
も
小
さ
い
子
供
か
ら
小

学
生
ま
で
遊
べ
る
よ
う
な
配
慮
が
行
き

届
い
て
い
た
。
本
市
で
は
、
現
在
、
道
の

駅
・
保
健
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
施
設

整
備
の
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。
実
際

に
、
本
市
の
道
の
駅
整
備
に
関
わ
っ
て

い
く
事
業
者
か
ら
直
接
話
を
伺
い
、
第

一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
手
掛
け
た
道
の
駅

の
視
察
を
す
る
こ
と
は
、
今
後
、
本
市

の
道
の
駅
整
備
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

大
い
に
参
考
に
な
る
視
察
で
あ
っ
た
。

【
参
加
委
員
】

鶴
田
賢
了
（
委
員
長
）、
元
山
孝
雄
（
副

委
員
長
）、
前
田
裕
二
、
田
中
浩
治
、
渡

辺
勇
一
、
小
田
龍
雄
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10
月
31
日
及
び
11
月
1
日
に
奈
良
県

生
駒
市
と
広
島
県
東
広
島
市
を
視
察
し
た
。

　

創
生
荒
尾
の
会
と
公
明
党
議
員
団
の

2
会
派
5
人
の
合
同
会
派
視
察
は
11
月

13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
宮
城
県
内
で
実

施
。
柴
田
郡
川
崎
町
内
の
旧
小
学
校
を

丸
ご
と
使
っ
て
ア
ー
バ
ン
（
都
市
型
）

ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
な
が
ら
競
技
者
と

し
て
も
成
長
で
き
る
施
設
を
視
察
。
仙

台
市
宮
城
野
区
の
「
元
気
フ
ィ
ー
ル
ド

仙
台
」
で
は
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
普
及

促
進
を
学
ん
だ
。
川
崎
町
の
旧
川
内
小

学
校
に
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
「
ｉ

ｋ
ｕ
ｔ
ｏ（
い
く
と
）」
が
あ
り
、
元
五

輪
選
手
な
ど
世
界
レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー

ト
が
指
導
。
校
舎
側
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

体
育
館
側
を
競
技
施
設
に
改
装
。
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
、
パ
ル
ク
ー
ル
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
な
ど
の
体
験
が
可
能
。
屋
内

施
設
が
主
体
な
の
で
雨
天
や
冬
期
に
も

利
用
し
や
す
く
、
併
設
さ
れ
た
カ
フ
ェ

も
生
か
し
地
域
の
憩
い
の
場
に
も
。「
元

気
フ
ィ
ー
ル
ド
仙
台
」
に
は
宮
城
野
体

育
館
、
温
水
プ
ー
ル
、
仙
台
市
民
球
場
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
室
、

創
生
荒
尾
の
会
・

公
明
党
議
員
団
合
同
会
派

【道の駅「西条のん太の酒蔵」視察】

【「ｉｋｕｔｏ」併設のカフェで説明を聞くメンバー】

【屋外のスケートボードパーク視察】

　

初
日
は
生
駒
市
に
て
、「
い
こ
ま
空
き

家
流
通
促
進
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
視

察
し
た
。
本
事
業
は
、「
ど
こ
に
相
談
す

べ
き
か
わ
か
ら
な
い
」「
相
談
し
た
け
ど

受
け
付
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
と
い
っ

た
悩
み
を
持
つ
所
有
者
に
寄
り
添
い
、

案
件
に
応
じ
て
適
切
な
専
門
家
が
担
当

に
つ
き
、
賃
貸
や
売
却
に
向
け
て
支
援

す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
平
成
30
年
5
月

に
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
、

空
き
家
を
地
域
課
題
解
決
の
た
め
に
利

活
用
す
る
新
た
な
取
組
も
開
始
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
今
後
の
空
き
家
問
題
を

ど
う
す
る
の
か
考
え
て
い
く
う
え
で
、

大
い
に
参
考
に
な
る
視
察
で
あ
っ
た
。

　

2
日
目
は
東
広
島
市
に
て
、
道
の
駅

「
西
条
の
ん
太
の
酒
蔵
」
に
つ
い
て
、
株

式
会
社
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
よ

り
説
明
を
受
け
た
。
こ
の
道
の
駅
は
、

子
育
て
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
様
々

な
市
民
の
方
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

な
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
3
年
6

月
に
は
防
災
道
の
駅
に
も
認
定
さ
れ
て

い
る
。
特
に
、
子
供
向
け
屋
内
遊
技
場

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
、
芝
生
広
場

が
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
時
に
は
冷
暖

房
も
で
き
る
体
育
館
が
避
難
所
機
能
を

発
揮
し
た
。
老
朽
化
が
進
む
荒
尾
市
内

ス
ポ
ー
ツ
施
設
更
新
の
際
に
は
ア
ー
バ

ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。
公
的
負
担
と
受
益
者
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
ち
、
多
世
代
交
流
の
促
進

に
も
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

【
参
加
議
員
】

創
生
荒
尾
の
会
　

　
小
田
龍
雄
、
菅
嶋
公
尚
、
古
城
義
郎

公
明
党
議
員
団

　
中
野
美
智
子
、
元
山
孝
雄

は
、
雨
の
日
に
も
小
さ
い
子
供
か
ら
小

学
生
ま
で
遊
べ
る
よ
う
な
配
慮
が
行
き

届
い
て
い
た
。
本
市
で
は
、
現
在
、
道
の

駅
・
保
健
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
施
設

整
備
の
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。
実
際

に
、
本
市
の
道
の
駅
整
備
に
関
わ
っ
て

い
く
事
業
者
か
ら
直
接
話
を
伺
い
、
第

一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
手
掛
け
た
道
の
駅

の
視
察
を
す
る
こ
と
は
、
今
後
、
本
市

の
道
の
駅
整
備
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

大
い
に
参
考
に
な
る
視
察
で
あ
っ
た
。

【
参
加
委
員
】

鶴
田
賢
了
（
委
員
長
）、
元
山
孝
雄
（
副

委
員
長
）、
前
田
裕
二
、
田
中
浩
治
、
渡

辺
勇
一
、
小
田
龍
雄
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編

集

後

記

　
本
市
議
会
の
石
崎
勇
三
前
議
長

は
、
い
つ
も
穏
や
か
で
温
か
く
私
た

ち
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま

し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
新
議
長
・
副
議

長
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
議
長
が
浜
崎

英
利
議
員
、
新
副
議
長
が
多
田
隈
穣

議
員
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
市
政

の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い

た
前
石
崎
議
長
の
思
い
を
引
継
ぎ
、

こ
れ
か
ら
も
荒
尾
市
議
会
は
市
民
の

皆
様
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
参
り

ま
す
。

　
ま
た
、
今
定
例
会
で
の
多
田
隈
穣

議
員
の
副
議
長
就
任
に
伴
い
、
今
号

か
ら
、
広
報
広
聴
委
員
会
長
が
多
田

隈
副
議
長
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
議
会
活
動
を
市
民
の
皆
様
に
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
拝
読
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

﹇
広
報
広
聴
委
員
会
　
広
報
部
会
﹈

広
報
広
聴
委
員
会
長 

多
田
隈 

穣

広
報
部
会
長　

前
田 

裕
二

委
員 

田
中 

浩
治
　
委
員 

菅
嶋 

公
尚

委
員 

中
野 

美
智
子
　
委
員 

谷
口 

繁
治

委
員 

小
田 

龍
雄
　
委
員 

橋
本 

誠
剛

※荒尾市議会だよりをお読みになってのご意見・ご感想は、荒尾市議会事務局（0968-63-1628（直通））までお寄せください。

表
紙
に
つ
い
て

　

私
の
生
ま
れ
た
ま
ち
、
荒
尾
の
誇
り
を
み
ん
な
に
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
を

込
め
て
描
い
た
万
田
坑
で
す
。
レ
ン
ガ
を
一
枚
一
枚
観
察
し
て
丁
寧
に
描
き
ま

し
た
。

　

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
万
田
坑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

万
田
坑
が
平
成
二
十
七
年
七
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を

契
機
に
、
地
域
の
宝
に
対
し
て
「
誇
り
に
思
う
」「
拡
げ
る
」「
受
け
継
ぐ
」

を
目
的
に
万
田
小
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
万
田
坑
に
来
場
し
て
も
ら
っ
た
り
、
施
設
等
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
荒
尾
市
や
熊
本
県
の
協
力
を
得
て
、
私
た
ち
の
ア
イ

デ
ア
を
取
り
入
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
修
学
旅
行
で
は
、
訪
問
し

た
長
崎
で
、
同
じ
世
界
遺
産
で
あ
る

軍
艦
島
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

置
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
長
崎
市
内

の
方
や
観
光
客
（
外
国
人
含
む
）
に

も
渡
し
た
り
し
て
、
万
田
坑
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た

「
こ
ど
も
万
田
坑
ガ
イ
ド
」
の
伝
統

を
守
り
つ
つ
、
時
代
に
合
わ
せ
て

改
善
を
加
え
な
が
ら
次
の
世
代
へ
と

引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

　

本
市
議
会
前
議
長
の
石
崎
勇
三
氏
が
、

令
和
5
年
11
月
23
日
に
60
歳
で
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　

石
崎
氏
は
、
平
成
23
年
に
本
市
議
会

議
員
に
初
当
選
さ
れ
、
議
会
活
性
化
推

進
特
別
委
員
長
、
市
民
福
祉
常
任
委
員

長
、
建
設
経
済
常
任
委
員
長
、
議
会
運

営
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
4
期
目

と
な
る
今
期
は
、
第
36
代
荒
尾
市
議
会

議
長
に
就
任
さ
れ
る
な
ど
、
市
政
の
発

展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 石

崎
勇
三
前
議
長
の

逝
去
に
つ
い
て
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